
米沢市万世町桑山～金谷地内に万世高架橋

(仮称)の工事を行っています。

橋桁の架設工事は昨年７月に終了し、現在

は床版及び高欄の施工を行っています。
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◇万世高架橋床版工工事
受注者：（株）後藤組
工期：Ｈ２７年７月～Ｈ２８年３月

①着工前

④コンクリートの打設

②型枠の組立て ③鉄筋の組立て

←床版、高欄を

施工しています。

橋の上を通る車両の重みを橋桁（はし
げた）や橋脚（きょうきゃく）に伝え
るための床板（ゆかいた）のことです。

↑橋桁は七月に完成

（詳細は萬世大路第５４号をご覧ください。）

⑤コンクリートの養生⑥現在(H27.12.18)の状況

２７年７月に橋桁の架設が完了 橋桁の上に木製の型枠を設置します φ13㎜～φ22㎜の鉄筋を組み
立てていきます。

コンクリートを入念に敷き詰め
ていきます。

コンクリートに欠陥が発生しないように
一定の温度（５℃以上）を保ちます。

◎ 床版とは・・・

床版

橋桁

高欄
高欄

国道１３号などを横断する橋架の床版、高欄を
造る工事を行っています。

床版が完了し、高欄、中央分離帯
の施工を行っていきます

しょうばん

ようじょう



ご意見・お問い合わせ先
国土交通省 東北地方整備局

山形河川国道事務所 米沢監督官詰所

〒992-0011 山形県米沢市中田町260-2
TEL：0238-37-5570 FAX：0238-37-5575
http://www.thr.mlit.go.jp/yamagata/banseitairo/banseitairo.html

カワチ
●

ヤマザワ
●

平安の湯
●

12月14日に山形県立米沢工業高等学校の建設環境類

3年生27名の生徒のみなさんが万世高架橋床版工工事の

現場を見学しました。学校では学べない貴重な機会だっ

たのではないでしょうか。

この体験をぜひ今後に役立てて下さい!!

↑万世高架橋床版工工事にて工事説明を受ける

～万世高架橋床版工工事～ ㈱後藤組

当現場は墜落・転落災害防止を安全重点目標として、

日々工事を行っています。

毎日作業員に言葉で注意を促すことはもちろんですが、

現場内に標語等を多く掲示し、目に見えるものや、

音声等で安全意識を高めさせる等の工夫をしながら、

安全管理を行っております。

現場も今年は雪が少なく助かっており、床版工のコン

クリート打設も順調に完了する事ができました。

これからは、ますます現場条件も悪くなり事故が起き

やすくなりますが、全工期、無事故、無災害で工事を

完了できるようにがんばります。

現場代理人

横山 誠治 さ ん

現場員

後藤 裕紀 さ ん
コンクリートの供給は、地上で生コン車から
コンクリートポンプ車に供給し、橋梁の現場ま
で圧送しています。
このコンクリートポンプ車は高さ３０ｍまで
供給可能です。


